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司
『
物
語
文
学
論
』
（
桜
楓
社 

一
九
八
〇
年
九
月
） 

高
木
和
子
『
源
氏
物
語
の
思
考
』
（
風
間
書
房 

二
〇
〇
二
年
三
月
） 

高
木
和
子
「
光
源
氏
の
物
語
と
し
て
の
源
氏
物
語
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
八
二
巻
五
号 

二
〇
〇
五
年
五

月
） 



 

 

高
田
信
敬
『
源
氏
物
語
考
証
稿
』
（
武
蔵
野
書
院 

二
〇
一
〇
年
五
月
） 

高
田
祐
彦
『
源
氏
物
語
の
文
学
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
三
年
九
月
） 

高
橋
亨
『
源
氏
物
語
の
対
位
法
』
（
東
京
大
学
出
版
会 

一
九
八
二
年
五
月
） 

竹
島
寛
『
王
朝
時
代
皇
室
史
の
研
究
』
（
右
文
書
院 

一
九
三
六
年
三
月
） 

田
坂
憲
二
『
源
氏
物
語
の
人
物
と
構
想
』
（
和
泉
書
院 

一
九
九
三
年
一
〇
月
） 

田
中
仁
「
浮
舟
の
歌
―
浮
舟
・
雪
・
雲
―
」
（
『
国
語
国
文
』
六
二
巻
四
号 

一
九
九
三
年
四
月
） 

玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
研
究
』
（
源
氏
物
語
評
釈
別
巻
一
）
（
角
川
書
店 

一
九
六
六
年
三
月
） 

塚
原
明
弘
『
源
氏
物
語
こ
と
ば
の
連
環
』
（
お
う
ふ
う 

二
〇
〇
四
年
五
月
） 

土
居
奈
生
子
「
〈
准
太
上
天
皇
〉
の
結
婚
―
「
女
三
宮
の
降
嫁
」
再
検
討
―
」（
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』

八
三
号 

一
九
九
八
年
一
二
月
） 

永
井
和
子
『
源
氏
物
語
と
老
い
』
（
笠
間
書
院 

一
九
九
五
年
五
月
） 

中
野
方
子
『
平
安
前
期
歌
語
の
和
漢
比
較
文
学
的
研
究
』
（
笠
間
書
院 

二
〇
〇
五
年
一
月
） 

中
村
元
「
無
常
の
自
覚
」
（
『
国
文
学
』
一
六
巻
六
号 

一
九
七
一
年
五
月
） 

南
波
浩
『
物
語
文
学
概
説
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

一
九
五
四
年
三
月
） 

南
波
浩
『
古
典
と
そ
の
時
代Ⅲ

 

物
語
文
学
』
（
三
一
書
房 

一
九
五
八
年
九
月
） 

野
口
元
大
「
解
説
―
伝
承
か
ら
文
学
へ
の
飛
躍
―
」（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
竹
取
物
語
』
解
説 

一
九
七

九
年
五
月
） 

野
村
精
一
『
源
氏
物
語
の
創
造
』
（
桜
楓
社 

一
九
六
九
年
九
月
） 

橋
本
万
平
『
日
本
の
時
刻
制
度 

増
補
版
』
（
塙
書
房 

一
九
七
八
年
五
月
） 

伴
瀬
明
美
「
摂
関
期
親
王
家
の
国
家
的
給
付
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
摂
関
期
に
お
け
る
皇
子
女
扶
養
形

態
の
再
検
討
に
む
け
て
―
」
（
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清
文
堂
出
版 

一
九
九
八
年
一
二
月
） 

日
向
一
雅
『
源
氏
物
語
の
主
題
』
（
桜
楓
社 

一
九
八
三
年
五
月
） 

服
藤
早
苗
『
平
安
王
朝
の
子
ど
も
た
ち 

王
権
と
家
・
童
』
（
吉
川
弘
文
館 

二
〇
〇
四
年
六
月
） 

福
山
泰
男
『
建
安
文
学
の
研
究
』
（
汲
古
書
院 

二
〇
一
二
年
三
月
） 

藤
井
貞
和
『
源
氏
物
語
の
始
原
と
現
在
』
（
砂
子
屋
書
房 

一
九
九
〇
年
九
月
） 

藤
原
克
己
「
小
野
小
町
の
歌
の
こ
と
ば
」
（
『
和
歌
文
学
論
集
二
』
風
間
書
房 

一
九
九
四
年
一
〇
月
） 

前
田
善
子
『
小
野
小
町
』
（
三
省
堂 

一
九
四
三
年
六
月
） 

益
田
勝
実
「
『
源
氏
物
語
』
の
転
換
点
」
（
『
日
本
文
学
』
一
〇
巻
二
号 

一
九
六
一
年
二
月
） 

益
田
勝
実
「
光
源
氏
の
退
場
―
「
幻
」
前
後
―
」
（
『
文
学
』
五
〇
巻
一
一
号 

一
九
八
二
年
一
一
月
） 

益
田
勝
実
『
火
山
列
島
の
思
想
』
（
筑
摩
書
房 

一
九
九
三
年
一
月
） 



 

 

増
田
繁
夫
「
竹
取
物
語
か
ら
源
氏
物
語
へ
」
（
『
国
文
学
』
三
八
巻
四
号 

一
九
九
三
年
四
月
） 

増
田
繁
夫
「
若
菜
巻
の
紫
上
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
七
五
巻
一
一
号 

一
九
九
八
年
一
一
月
） 

松
井
健
児
『
源
氏
物
語
の
生
活
世
界
』
（
翰
林
書
房 

二
〇
〇
〇
年
五
月
） 

松
岡
智
之
「
死
―
紫
の
上
の
死
を
中
心
に
―
」
（
『
源
氏
物
語
研
究
集
成
第
十
一
巻
』
風
間
書
房 

二
〇
〇

二
年
三
月
） 

三
木
雅
博
『
平
安
詩
歌
の
展
開
と
中
国
文
学
』
（
和
泉
書
院 

一
九
九
九
年
一
〇
月
） 

室
伏
信
助
『
王
朝
物
語
史
の
研
究
』
（
角
川
書
店 

一
九
九
五
年
六
月
） 

森
一
郎
『
源
氏
物
語
の
方
法
』
（
桜
楓
社 

一
九
六
九
年
六
月
） 

森
一
郎
「
擬
似
王
権
・
ま
ぼ
ろ
し
の
後
宮
・
六
条
院 

そ
の
生
成
と
変
容
―
「
朝
廷
の
御
後
見
」
か
ら
「
准

太
上
天
皇
」
へ
―
」
（
『
王
朝
文
学
研
究
誌
』
二
号 

一
九
九
三
年
三
月
） 

森
田
浩
一
「
夫
婦
の
う
た
―
六
朝
に
お
け
る
」
（
『
興
膳
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
論
集
』
汲
古
書
院 

二

〇
〇
〇
年
三
月
） 

諸
田
龍
美
『
白
居
易
恋
情
文
学
論
』
（
勉
誠
出
版 

二
〇
一
一
年
二
月
） 

柳
井
滋
「
御
法
・
幻
巻
の
主
題
」
（
『
源
氏
物
語
研
究
集
成
第
二
巻
』
風
間
書
房 

一
九
九
九
年
九
月
） 

柳
井
滋
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
出
家
」
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
七
五
巻
一
一
号 

一
九
九
八
年
一
一
月
） 

山
口
博
『
王
朝
歌
壇
の
研
究
―
村
上
冷
泉
円
融
朝
篇
―
』
（
桜
楓
社 

一
九
六
七
年
一
〇
月
） 

山
口
博
「
小
町
閨
怨
」
（
『
中
古
文
学
』
二
二
号 

一
九
七
八
年
九
月
） 

山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人
小
野
小
町
』
（
三
省
堂 

一
九
七
九
年
一
〇
月
） 

山
本
一
也
「
日
本
古
代
の
皇
后
と
キ
サ
キ
の
序
列
―
皇
位
継
承
に
関
連
し
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
七
〇

号 

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
） 

安
田
政
彦
『
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館 

一
九
九
八
年
七
月
） 

安
田
政
彦
「
醍
醐
内
親
王
の
降
嫁
と
醍
醐
源
氏
賜
姓
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
四
号 

二
〇
〇
八
年
六

月
） 

与
謝
野
晶
子
「
紫
式
部
新
考
」（
『
太
陽
』
一
九
二
八
年
二
月
号
）（
た
だ
し
同
論
は
『
日
本
文
学
研
究
資
料

叢
書 

源
氏
物
語
一
』
（
有
精
堂 

一
九
六
九
年
一
〇
月
）
に
よ
っ
て
確
認
し
た
） 

吉
岡
曠
『
源
氏
物
語
論
』
（
笠
間
書
院 

一
九
七
二
年
一
二
月
） 

吉
川
幸
次
郎
「
推
移
の
悲
哀
」
（
同
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
六
巻
』
筑
摩
書
房 

一
九
六
八
年
四
月
） 

吉
川
幸
次
郎
「
推
移
の
感
覚
」
（
同
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
二
十
一
巻
』
筑
摩
書
房 

一
九
七
五
年
五
月
） 

吉
田
幹
生
「
〈
あ
き
〉
の
誕
生
―
万
葉
相
聞
歌
か
ら
平
安
恋
歌
へ
―
」（
『
成
蹊
国
文
』
四
三
号 

二
〇
一
〇

年
三
月
） 



 

 

吉
田
幹
生
「
若
菜
巻
の
紫
の
上
―
「
世
」
へ
の
傾
斜
と
「
憂
し
」
の
不
在
」
（
『
成
蹊
国
文
』
三
九
号 

二

〇
〇
六
年
三
月
） 

李
宇
玲
『
古
代
宮
廷
文
学
論
』
（
勉
誠
出
版 

二
〇
一
一
年
六
月
） 

 



 

 

 
 

 

要
旨 

  

本
論
文
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
特
に
所
謂
第
二
部
の
達
成
点
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
を

文
学
史
上
に
定
位
す
る
た
め
の
有
効
な
視
座
を
模
索
す
る
、
と
い
う
目
的
を
有
し
て
い
る
。
構
成
は
全
五

篇
、
十
四
章
か
ら
成
る
。 

 

第
一
篇
「
若
菜
以
後
の
光
源
氏
と
物
語
の
原
理
」
は
、『
源
氏
物
語
』
第
二
部
に
お
け
る
物
語
展
開
の
原

理
を
考
察
し
た
諸
章
で
あ
る
。
光
源
氏
の
主
人
公
と
し
て
の
あ
り
方
、
物
語
の
引
用
的
表
現
が
持
つ
可
能

性
、『
源
氏
物
語
』
の
写
実
性
と
虚
構
性
、
ま
た
、
理
念
的
な
思
考
と
実
際
的
な
憂
慮
の
葛
藤
、
と
い
っ
た

視
点
か
ら
、
第
二
部
の
諸
相
を
考
え
た
。
本
博
士
論
文
全
体
の
問
題
提
起
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。 

 

若
菜
上
巻
か
ら
始
ま
る
第
二
部
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
そ
の
写
実
性
が
漠
然
と
信
じ
ら
れ
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
物
語
を
読
み
込
み
、
ま
た
史
上
の
類
例
と
比
較
し
て
い
く
と
、
そ
の
写

実
性
あ
る
い
は
必
然
性
の
質
に
関
し
、
判
断
に
迷
う
よ
う
な
諸
要
素
も
見
え
て
く
る
。
第
一
篇
第
一
章
で

は
、
特
に
朱
雀
院
の
女
三
宮
の
処
遇
を
め
ぐ
る
思
考
に
つ
い
て
、
平
安
史
上
の
類
例
を
広
く
調
査
し
比
較

し
、
同
時
に
ま
た
物
語
の
叙
述
の
方
法
も
精
査
し
な
が
ら
、
物
語
の
質
を
複
眼
的
に
考
察
す
る
よ
う
努
め

た
。 

 

こ
こ
で
一
つ
注
意
し
た
い
の
が
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
に
は
、
少
な
く
と
も
現
在
残
る
文
献
の
上
で
は
、

「
後
見
」
獲
得
の
た
め
の
皇
女
降
嫁
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
も
の
が
見
出
さ
れ
な
い
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
若
菜
上
巻
で
は
、
「
後
見
」
な
き
皇
女
の
処
遇
を
思
考
す
る
論
理
は
、
光
源
氏
と
い

う
、
人
々
の
憧
れ
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
虚
構
の
人
物
の
像
に
即
し
て
、
し
だ
い
に
言
語
化
さ
れ
、
構
造
化

さ
れ
て
い
く
。『
源
氏
物
語
』
は
、
こ
の
虚
構
の
像
を
土
台
と
し
て
、
作
中
の
現
実
味
を
支
え
る
論
理
―
―

そ
し
て
そ
れ
が
史
上
の
現
実
に
も
光
を
当
て
得
る
論
理
と
な
っ
て
い
る
―
―
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
篇
第
一
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
察
を
通
し
、
か
つ
て
益
田
勝
実
氏
が
『
源
氏
物
語
』
研
究
を
リ
ア

リ
ズ
ム
の
観
点
に
収
束
さ
せ
て
し
ま
う
危
惧
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
の
意
義
、
ま
た
、
秋
山
虔
氏
が
若
菜

巻
の
文
学
史
的
な
新
し
さ
に
つ
い
て
「
必
然
的
」
展
開
の
志
向
等
と
言
及
し
て
い
た
こ
と
の
意
義
を
再
考

し
、
考
究
す
べ
き
問
題
の
再
設
定
を
試
み
た
。 

 

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
虚
構
性
や
写
実
性
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
問
題
を
読
み
解
き
が
た
く
し

て
い
る
要
素
と
し
て
、
史
上
の
諸
例
に
も
、
理
念
的
な
も
の
に
導
か
れ
て
の
発
想
と
、
実
在
す
る
具
体
的

な
諸
事
情
に
基
づ
い
て
の
発
想
と
い
う
、
二
側
面
が
混
在
し
て
い
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

入
内
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
い
え
ば
、
前
者
は
、
後
宮
を
、
複
数
の
妻
妾
が
共
存
す
べ
き
場
、
か
つ
、
天

皇
と
い
う
至
高
の
人
物
の
そ
ば
近
く
に
あ
っ
て
そ
の
庇
護
と
恩
寵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
、
と
と
ら



 

 

え
る
発
想
で
あ
る
。
後
者
は
、
至
高
の
人
物
で
あ
る
天
皇
の
庇
護
を
受
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
実
際
に
入

内
し
た
際
の
「
後
見
」
の
強
弱
か
ら
生
ず
る
諸
問
題
を
憂
慮
す
る
発
想
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て

は
こ
れ
ら
二
側
面
の
思
考
の
葛
藤
が
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
く
だ
り
が
ま
ま
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
皇

女
の
場
合
は
そ
の
葛
藤
は
な
お
さ
ら
強
い
に
違
い
な
い
。 

 

第
一
篇
第
二
章
は
、
そ
う
し
た
葛
藤
を
若
菜
上
巻
の
物
語
が
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
か
を
分
析
し
、

物
語
展
開
の
仕
組
み
を
考
え
た
章
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
は
、
若
菜
上
巻
冒
頭
に
お
い
て
、

非
常
に
怜
悧
な
こ
と
ば
で
も
っ
て
前
述
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
を
割
り
切
る
一
つ
の
論
理
を
構
築
し
て
い
る
。

理
念
的
な
も
の
、
理
想
的
な
も
の
を
抱
え
込
み
な
が
ら
、
作
中
の
新
た
な
現
実
の
展
開
の
た
め
、
作
中
世

界
を
支
え
る
べ
き
論
理
を
物
語
内
の
こ
と
ば

、
、
、
と
し
て
構
築
し
つ
づ
け
て
い
く
、
こ
の
作
品
の
特
色
的
な
一

様
相
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
篇
第
三
章
は
、
朱
雀
院
が
光
源
氏
に
期
待
し
て
い
た
女
三
宮
へ
の
「
後
見
」
の
内
実
を
問
い
な
お

し
、
若
菜
巻
の
皇
女
降
嫁
論
の
性
質
を
確
認
し
た
章
で
あ
る
。
准
太
上
天
皇
光
源
氏
の
身
分
的
位
置
づ
け

や
第
二
部
の
物
語
の
基
盤
を
確
認
し
た
章
で
も
あ
る
。 

 

第
一
篇
第
四
章
は
、『
源
氏
物
語
』
第
二
部
に
お
け
る
引
用
的
表
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
章
で
あ

る
。
特
に
柏
木
を
め
ぐ
る
物
語
に
お
い
て
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
引
用
的
表
現
群
が
、
ど
の
よ
う

に
物
語
を
導
き
得
る
力
を
持
ち
、
ま
た
、
そ
の
力
が
ど
の
よ
う
に
挫
折
（
あ
る
い
は
歪
曲
）
し
て
い
る
の

か
、
そ
こ
に
光
源
氏
と
い
う
人
物
が
物
語
展
開
の
原
理
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
考
察
し

た
。 

 

こ
れ
ら
第
一
篇
の
考
察
を
通
し
、
本
博
士
論
文
で
は
、『
源
氏
物
語
』
第
二
部
が
達
成
し
た
こ
と
の
意
義

を
、
必
然
性
や
写
実
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
独
自
さ
を
志
向
す
る
傾
向
が
非
常
に
色
濃
く
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
作
中
世
界
の
諸
相
を
土
台
と
し
つ
つ
、『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
を
い
っ
そ
う
独
自
な
と
こ
ろ

へ
と
導
い
て
い
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
意
欲
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
着
眼
を
示
し
た
上
で
、
以
下
の
諸
篇
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
を
さ
ら
に
『
竹

取
物
語
』
受
容
・
時
間
意
識
・
死
生
観
・
来
世
観
と
い
っ
た
諸
面
か
ら
考
え
た
。 

 

第
二
篇
「
『
源
氏
物
語
』
の
『
竹
取
物
語
』
受
容
」
は
、
第
一
篇
第
四
章
に
次
い
で
、
『
源
氏
物
語
』
と

既
往
の
文
学
作
品
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
諸
章
で
あ
る
。
他
作
品
に
お
け
る
『
竹
取
物
語
』
受
容
と

比
較
し
つ
つ
、『
源
氏
物
語
』
の
第
二
部
後
半
、
特
に
御
法
巻
に
お
け
る
『
竹
取
物
語
』
受
容
の
独
自
性
に

つ
い
て
考
え
た
。 

 

御
法
巻
で
は
、
紫
上
の
火
葬
の
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
野
辺
送
り
の
帰
途
が
「
十
五
日
の
暁
」
に
当
た

っ
て
い
た
、
と
い
う
叙
述
が
あ
る
。
現
代
の
諸
注
釈
で
は
一
般
に
こ
れ
を
「
十
四
夜
」
の
明
け
方
と
し
て



 

 

い
る
。
が
、
「
暁
」
と
い
う
語
の
用
法
、
及
び
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
日
付
の
境
を
検
討
す
る
と
、
こ

の
表
現
は
「
十
五
夜
」
の
明
け
方
頃
を
指
す
表
現
と
読
む
の
が
最
も
蓋
然
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。『
源
氏
物

語
』
の
中
で
も
最
も
明
瞭
に
『
竹
取
物
語
』
引
用
が
指
摘
で
き
る
箇
所
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
御

法
巻
の
『
竹
取
物
語
』
引
用
の
焦
点
化
す
る
と
こ
ろ
が
、
火
葬
に
よ
る
紫
上
の
は
か
な
い
消
滅
の
姿
―
―

こ
の
世
の
人
の
は
か
な
い
死
と
消
滅
の
姿
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
『
竹
取
物
語
』
受
容

の
特
質
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
竹
取
物
語
』
の
描
く
理
想
郷
と
し
て
の
天
界
は
、
人
間
が
人

間
で
あ
る
ま
ま
に
は
享
受
し
得
な
い
ほ
ど
の
冷
酷
非
情
な
「
物
思
ひ
な
き
」
理
想
郷
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
、
人
間
界
か
ら
は
徹
底
的
に
乖
離
す
る
異
世
界
を
、『
源
氏
物
語
』
は
人
の
死
の
上
に
見
定
め
た
の
で
あ

る
。 

 

平
安
時
代
の
文
学
作
品
で
は
、
火
葬
の
「
煙
」
を
介
し
て
、
人
間
が
死
後
天
界
へ
と
昇
天
、
、
す
る
か
の
よ

う
に
表
わ
す
表
現
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
魂
の
帰
天
と
い
う
よ
う
な
発
想
と
似
る
よ
う

で
い
て
、
著
し
く
異
な
る
要
素
を
含
む
文
学
的
表
現
で
あ
ろ
う
。
平
安
の
私
家
集
や
物
語
の
表
現
を
調
査

す
る
と
、
死
者
の
昇
天
を
空
想
す
る
文
学
的
表
現
が
、
天
界
へ
の
飛
翔
と
い
う
甘
美
な
夢
と
、
人
間
の
は

か
な
い
末
路
の
凝
視
と
い
う
、
裏
腹
な
要
素
を
含
み
こ
み
つ
つ
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
、
た
と
え
ば
『
小
町
集
』
長
歌
や
西
本
願
寺
本
『
平
兼
盛
集
』
巻
末
佚
名
歌
集
の
表
現
は
、
い
わ
ば
、

人
間
の
は
か
な
い
末
路
を
み
つ
め
つ
つ
も
、
そ
れ
を
凝
視
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
堪
え
き
れ
な
か
っ
た
作
品
、

と
い
う
一
面
が
あ
る
。
一
方
、『
源
氏
物
語
』
は
、
人
間
の
は
か
な
い
死
と
消
滅
の
姿
を
あ
く
ま
で
も
鋭
く

凝
視
し
つ
づ
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
人
の
死
そ
の
も
の
の
中
に
真
の
異
世
界
の
存
在
を
見
出
し
た
作
品
で
あ

っ
た
。 

 

第
三
篇
「
平
安
文
学
の
時
間
意
識
と
中
国
文
学
」
は
、
中
国
文
学
に
お
け
る
時
間
意
識
・
時
間
表
現
の

あ
り
方
と
比
較
し
な
が
ら
、
日
本
の
古
代
文
学
に
お
け
る
男
女
関
係
上
の
時
間
意
識
の
系
譜
を
考
察
し
た

諸
章
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
、
特
に
特
徴
的
に
、
二
種
の
時
間
意
識
の
対
立
と
葛
藤
が
見
出
さ
れ
る
と

い
う
問
題
を
論
じ
た
。
こ
の
第
三
篇
の
諸
章
に
お
い
て
得
ら
れ
た
考
察
は
、
時
間
と
い
う
要
素
が
重
要
な

原
理
と
な
る
と
い
わ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
第
二
部
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
も
有
効
な
足
が
か
り
と
な
る

だ
ろ
う
。 

 

第
四
篇
「
拾
遺
集
・
後
拾
遺
集
時
代
の
「
こ
の
世
」
と
来
世
」
は
、『
源
氏
物
語
』
が
成
立
し
た
頃
の
時

代
に
お
け
る
「
こ
の
世
」
及
び
来
世
を
め
ぐ
る
思
想
に
つ
い
て
、
文
学
作
品
上
の
諸
表
現
に
見
出
さ
れ
る

問
題
を
考
察
し
た
諸
章
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
文
学
作
品
に
は
、
生
者
が
、
死
に
ゆ
く
者
あ
る
い
は
死
者

か
ら
の
眼
差
し
を
先
取
り
し
て
、「
こ
の
世
」
を
遠
く
は
る
か
に
眺
め
つ
つ
、
や
が
て
一
回
的
に
別
れ
て
し

ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
こ
の
世
」
へ
の
多
大
な
愛
情
を
表
わ
す
、
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
散
見
す
る



 

 

よ
う
に
な
る
。
浄
土
思
想
や
無
常
観
の
浸
透
と
は
裏
腹
に
、
む
し
ろ
は
か
な
い
「
こ
の
世
」
で
あ
る
か
ら

こ
そ
い
っ
そ
う
「
こ
の
世
」
を
重
く
愛
し
い
も
の
と
感
ず
る
、
と
い
う
よ
う
な
見
方
が
、
こ
の
時
代
台
頭

し
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
期
の
文
学
表
現
に
は
、
無
常
観
の
浸
透
と
は
む
し
ろ
裏
腹
な
か
た
ち
で
「
こ
の
世
」
と
い
う
場

の
み
つ
め
方
が
変
化
し
て
ゆ
く
徴
候
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
様
相
を
と
ら
え
、『
源
氏
物
語
』

の
世
界
観
や
死
生
観
に
つ
い
て
、
仏
教
思
想
一
辺
倒
で
考
え
る
の
で
な
い
考
察
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を

試
み
た
。 

 

第
五
篇
「
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
と
そ
の
文
学
史
的
位
置
」
は
、
本
博
士
論
文
の
実
質
上
の
ま
と
め
に
当

た
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
紫
上
の
時
間
推
移
に
つ
い
て
の
思
念
に
着
目
し
、
紫
上
と
い
う
人
物
の
転

換
点
を
探
っ
た
。
ま
た
、
源
氏
・
紫
上
夫
妻
の
理
想
性
の
意
義
を
考
察
し
た
。 

 

第
五
篇
第
二
章
で
は
、
本
博
士
論
文
全
体
の
考
察
を
吸
収
し
な
が
ら
、
最
晩
年
の
光
源
氏
の
あ
り
方
を

考
察
し
た
。『
源
氏
物
語
』
の
三
部
構
成
説
が
普
及
し
て
以
来
、
第
二
部
の
光
源
氏
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し

ば
「
人
間
光
源
氏
」
と
い
っ
た
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
が
、
こ
の
「
人
間
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い

で
用
い
る
べ
き
語
で
あ
ろ
う
か
。『
竹
取
物
語
』
の
人
間
観
と
も
対
比
し
つ
つ
、『
源
氏
物
語
』
の
人
間
観
、

死
生
観
、
最
後
の
光
源
氏
の
姿
の
意
味
合
い
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
光
源
氏
が
、
『
竹

取
物
語
』
の
〈
人
間
〉
を
超
え
る
者
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
御
法
・
幻
巻
の
表
現
の
分
析

を
通
し
て
論
ず
る
。
ま
た
、
第
二
篇
や
第
四
篇
の
考
察
に
続
け
て
、『
源
氏
物
語
』
の
特
に
光
源
氏
・
紫
上

に
お
け
る
死
の
意
義
づ
け
の
特
異
性
に
も
触
れ
て
い
る
。 

 

『
源
氏
物
語
』
が
特
に
第
二
部
以
降
ど
の
よ
う
に
文
学
史
的
に
独
自
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
か
、
ま
た
、

光
源
氏
が
主
人
公
と
し
て
、
あ
る
い
は
物
語
に
お
け
る
原
理
的
な
存
在
と
し
て
、
い
か
な
る
豊
か
さ
を
も

っ
て
生
き
つ
づ
け
て
い
る
か
を
問
い
な
お
し
た
博
士
論
文
で
あ
る
。 
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